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令和８年度 学園経営方針 
令和７年１１月１日 

連雀学園 学園長 藤原 和彦 
 

○学園経営方針を考えるにあたって 

自らすすんで学び続ける子どもの育成を目指して 

 

「三鷹のこれからの教育を考える研究会最終報告」では、三鷹のこれからの教育における目標として、個

人と社会のウェルビーイング、自らの幸せな人生とよりよい社会の創造に向かって、主体的に「人間力」と

「社会力」を発揮する子どもたちの育成が求められている。また三鷹市教育課程の重点として次の３点が挙

げられている。 

➀共に学ぶ、育む   義務教育9年間を通じた異学年や地域との協働による学び 

➁一人ひとりを大切に 子どもたち一人ひとり異なる個性を大切にする教育 

➂安全・安心・快適  施設面と心理面の安心・安全・快適、学校風土や集団づくり 

さらに次期学習指導要領作成に向けた取り組みの中でも、次のような観点でまとめられている。 

① 不登校やいじめ、貧困など、コロナ禍や社会構造の変化を背景として子どもたちの抱える困難が多様化・

複雑化する中で、一人ひとりのウェルビーイングの確保が必要。 

② 子ども・若者に、つながりや達成などからもたされる自己肯定感を基盤として、主体性や想像力を育み、

持続可能な社会の創り手の育成が必要。 

③ 地域における学びを通して人々のつながりやかかわりを作り出し、共感的・協調的な関係性に基づく地

域コミュニティの基盤の形成。 

そのためには、以下の内容がより重要になってくる。 

① 個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実 

② 多様な教育ニーズへの対応と社会的包摂による共生社会の実現に向けた学び・児童生徒指導 

③ 地域や家庭で共に学び合う環境整備 

④ キャリア・アントレプレナーシップ教育、課題解決型学習 

⑤ 豊かな心・健やかな体の育成、安全安心 

⑥ グローバル社会における国際交流活動 

連雀学園では、今年度、新たに「連雀学園アクションプラン」を作成した。このアクションプラン実現を目

指し、より一層、学校、家庭、地域が協働して取り組む内容や方法を検討し、スクール・コミュニティ構想を

実現し、個人と社会のウェルビーイングを実現するために教育活動を推進していく。「 

○連雀学園の基本方針 

三鷹市立小・中一貫教

育校の目的 

○確かな学力、豊かな人間性を育む。 

○連続した学びの中で人間力、社会力を形成し社会における自立した一人の人間

を育成する。 

連雀学園の教育目標 ○地域に根ざし、たくましく現代に生き、進んで未来を創造し、社会に貢献する

心身ともに健康な児童・生徒を育成する。 

連雀学園の目指す 

児童・生徒像 

◎学び続ける人   

○共に生きる人   

〇心と体を鍛える人 

育成すべき資質・能力 〇課題を見出し、その解決に向けて論理的に考えたり表現したりする力 

〇多様な立場や考えを想像したり、理解しようとしたりする態度 

〇他者とコミュニケーションを図りながら協働する力 

〇目標の実現のために、様々に工夫しながら粘り強く取り組む力 
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連雀学園の基本方針 
小・中一貫教育で、児童・生徒の個性や能力を伸ばし、人間力・社会力を育む教

育の実現を目指します。 

○選択交流学習、教師の授業交流、子どもの作品交流などの交流活動を充実させ、

より豊かな人間性と幅広い社会性を培う学園づくりを進めます。 

○連雀学園新小・中一貫カリキュラムや一人一台配布された学習用タブレット端

末を十分に活用しながら「個別最適化」された学習と「協働的な学び」を進め、

学びに向かう学習集団をベースに「自らすすんで学び続ける子ども」の育成を目

指し、学力・心力・体力をバランスよく伸ばす学園づくりを行います。 

○教育支援を重視し、一人ひとりの子どもを大切にする学園をつくります。 

○コミュニティ・スクールを基盤とした学園づくりを目指し、地域に根ざした学

園をつくるとともに、スクール・コミュニティの創造に寄与します。 

１ 上記を踏まえ、以下のことを柱にして令和８年度の学園経営を行います 

（１）「社会に開かれた教育課程」を目指して、「コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育」をさ

らに推進します。 

（２）個人と社会のウェルビーイングを目指し、一人ひとりを大切にする教育を推進します。 

（３）連雀学園の特色を生かし、児童・生徒、教職員の効果的な交流を目指します。 

（４）連雀学園コミュニティ・スクール委員会及び地域学校協働本部である連雀ジョイナスとの連携をさらに

強化しながら、スクール・コミュニティを目指します。 

２ 学園の目指す子ども像と令和８年度の取り組み 

目ざす子ども像 実現に必要な力 

学び続ける人 
・わくわくできることを、どんどん広げよう ・興味や問いを持ち続ける力 

・モヤモヤしたらスッキリさせよう ・学ぶことを楽しめる力 

・多くの視点から柔軟に考える力 

共に生きる人 
・相手の話をよく聞いてふむふむしよう ・他者の意見を受け止める力 

・いろいろな人と協力してワイワイしよう ・助け合って歩む力 

・他者を信頼し自分役割を果たす力 

心と体を鍛える人 
・毎日をのびのび過ごそう ・睡眠・食事運動をバランスよくできる力 

・決めたことを一日一日コツコツやろう ・成長のために挑戦できる力 

・前向き・ポジティブに考える力 

 

子ども像 児童・生徒が行うこと 学園・学校で行うこと 家庭が支援すること ＣＳ委員会、地域、家庭、

学校が協働して支援するこ

と 

学び続け

る人 
・好きなことを続ける 

・やったことを振り返

る 

・興味をもち探究する 

・物事をいろいろな面

から考える 

〇学級の仲間と協力して、学

校でしかできない体験をす

る 

〇子どもが決めた学びたい

ことを支援する 

〇興味がわく学習をする 

〇自分に合った学び方と出

会える機会をつくる 

【取組１】基礎基本の定着 

【取組２】個別最適な学習と

協働的な学習の一体的な推

〇穏やかな心で子どもの

話をよく聞く 

〇自分で決めた学びたい

ことを応援する 

〇達成感を感じられる経

験を一緒に積む 

〇読む・聞く・見るを通

じて世界を広げる 

・子どものやりたいを引き

出し、応援することで、好

奇心を刺激する。 

【取組４】学習機会の創出 
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進 

【取組３】学校行事・学園行

事の充実 

共に生き

る人 

・よく観察し理解する 

・自分の意見を伝える 

・家庭、友達、自然を

自分と同じくらい大

切にする 

・まわりの気持ちも考

えた行動をとる 

〇誰にとっても安全・安心・

快適な場所の整備 

〇児童・生徒が自発的に意見

を言いたくなる子ども主体

による活動の支援 

【取組５】登校支援 

【取組６】児童会・生徒会活

動の充実 

〇自分たちは守られてい

ると感じられる環境を整

える 

〇子どもを信頼し、子ど

もに任せる 

〇地域を通して異なる年

齢の人々との交流ができ

るようにする 

〇保護者同士もつなが

り、絆を築く 

・子どもたちが気軽に参加

できる大人との交流の場を

通して、リーダー経験を養

う。 

【取組７】子ども熟議 

【取組８】安全教育 

【取組９】キャリア・アン

トレプレナーシップ教育 

【取組 10】交流機会創出 

【取組13】連雀ジョイナス

と協働した地域活性化事業

や広報活動の推進 

心と体を

鍛える人 
・三食食べる、早寝早

起き 

・やりたいこと、やる

べきことの優先順位

をつける 

・失敗を次に生かす 

〇学校が楽しみになる、気持

ちに余裕がもてる環境整備 

〇体験活動の充実 

【取組 11】健康教育の推進 

 

〇子どもの自主性を促

し、家族で一緒に取り組

む空気づくり 

〇子どもの様子をよく観

察して、無理のなく自分

らしくいられる環境づく

り 

・子どもたちに寄り添い、

子どもたちを励ます環境を

整える。 

【取組 12】地域部活動 

【取組 12】運動機会創出 

 

 

具体的な取組 具体的な活動 

１ 個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な推進 

・子どもたちの多様な状況に応じた学習者主体の学び、多様な他者と協働

した学びの実践 

・学園研究の充実 

２ 基礎基本の定着 
・習熟度別指導の実践など、きめ細やかな指導を通した確かな学力の定着 

・小学校中学年からの教科担任制 

・小・中相互乗り入れ授業 

３ 学校行事・学園行事の充実 

 

・小・中一貫した、キャリア・アントレプレナーシップ教育の実践 

・探究学習や課題解決型学習の実践 

・海外留学生を始めとした多文化との交流活動 

・子どもが主体となった運動会・体育大会や、合唱祭などの文化的行事の

実践。 

・選択交流学習や一中体験、母校訪問など、子どもたちが学習内容を選択

し、学習を進める。 

・よりよい人間関係つくりを進め、児童・生徒の自己肯定感・自己有用感

を高める活動、指導を行う。 

４ 学習機会の創出 ・ボランティアによる、きめ細やかな指導体制 

・三鷹地域未来塾の運営 

・漢字検定や英語検定の実施 

５ 登校支援 
・特別支援教育の充実 

・「いじめ防止対策推進法」の趣旨を踏まえ、解消率の向上を図る。また、

学園としても人権に配慮した教育活動を継続する。 
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・Ａ－ＲＯＯＭ、校内別室登校など不登校支援 

・道徳教育・学校保健の推進 

・学園統一した生活指導やデジタル・シティズンシップ教育の推進 

・引継ぎの会 

６ 児童会・生徒会活動の充実 
・児童会・生徒会が中心となってあいさつ運動に取り組み、子どもたちの

自主的・自発的な活動を促す。 

・年間を通した児童会・生徒会交流 

・児童・生徒が企画からかかわれる活動を設定し、中学生のリーダーシッ

プ、自己有用感を育成すると同時に、小学生のフォロアーシップや中学生

への憧れの気持ちを育てる。また、小・中学校において、年間計画への位

置づけ、特別活動のカリキュラムの改善など、児童会・生徒会の企画が生

きるような環境設定をしていく。 

７ 子ども熟議 
・ＣＳ委員会が主催する「子ども熟議」を通して、子どもの意見をＣＳ委

員会や学園の教育活動に活かせるようにする。 

・CS委員会の時だけでなく、児童会・生徒会の意見を学園経営に活かす 

８ 安全教育 
・学校施設の整備、防災教育を含む学校安全の推進 

・地域と協働した防災訓練や避難訓練 

・あいさつ運動 

・日本保育サービスや地域子どもクラブと連携して、放課後の教室開放等

の事業を進める。 

９ 
キャリア・アントレプレナーシップ教

育 

・９年間を見通した指導計画による実践と、関係団体や人物の交渉・調整 

10 交流機会創出 
・ＣＳ委員会が企画する「子ども熟議」をきっかけに新たな在り方を模索

し、実践する。 

・連雀ジョイナスや地域の関係団体と協働して、子どもたちが楽しさや本

物に触れ合える交流活動を企画実践する 

11 健康教育の推進 
・「日常生活」の中で食事・睡眠・運動などに気を付けて生活できるように

授業や家庭との連携を深めた活動を進める。  

・体力の向上を目指し、運動の日常化をねらった取組を行う。 

12 地域部活動など運動機会の創出 
・ＣＳ委員会や連雀ジョイナスが中心となって、地域における部活動を推

進する。 

・地域の諸団体と協力して、スポーツイベントや講演会などを企画実践す

る。 

13 
連雀ジョイナスと協働した地域活性化

事業や広報活動の推進 

 

・ＣＳ委員会や連雀ジョイナスが中心となって、地域がまとまり、地域で

子どもたちを育てていこうという意識が高まる事業を継続して企画実践す

る。 

・「連雀学園 CSニュース 連雀 Join Us」の内容の充実を図るとともに、

ホームページの定期的更新を行い広報活動を進める。 

 


